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染色フィルムによる漂白効果の検討
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目的　前報では, C.I.Direct Blue 78 およびC.I.Direct Red 2 で染色したセロハンフィ

ルムを用いた塩素系漂白剤による漂白効果の検討t)およびC.I.Acid Orange ８ で染色した

ナイロンフィルムを用いた過ほう酸ナトリウム，過炭酸ナトウム。ハイドロサルファイト

の漂白効果を検討した2)。近年安全性等のために塩素系漂白剤から酸素系漂白剤へと移り

変わる傾向にあり。各種の漂白剤が市販されるようになったことから。本報では各種酸素

系漂白剤の漂白効果を検討することを試みた。

方法　固相モデルとして30 μのナイロンフィルムを用い,モデル汚れとしては,紅茶, C.I.

Direct Yellow 130,およびC.I.Acid Orange ７ を用いた。これらにより染色したナイロン

フィルムを各種漂白剤により種々の漂白条件下において漂白し，漂白前後の可視領域の吸

収スペクトルを島津分光光度計UV-2200で測定し，極大吸収波長における吸光度変化,およ

び400～700ni≫における全吸収スペクトルの変化から漂白率を算出した。

結果　紅茶で染色した400niiiの吸光度が0.71のフィルムを用いて｡2.0％の過酸化水素水

によりPHIO.3，60℃で30分間漂白した場合に67%の漂白率が得られた。また，C.I.Direct

Yel]ow 130, およびC.I.Acid Orange ７ で染色したフィルムを用いて漂白実験をおこなっ

た場合にも，漂白剤の種類，濃度，処理浴のPH、処理時間を変えた種々の条件下で漂白効

果の違いを調べることができた。
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＜目的＞前報1)では陰イオン、陽イオンおよび非イオン界面活性剤存在下での過酸化系漂

白剤によるオレンジnの退色速度について検討を行った。その結果、陽イオン界面活性剤

共存下で退色速度が大きく増加した。そこで、本報では塩基性染料であるマラカイトグリ

ーンを被漂白物質とし、その退色速度について検討した。さらに、反応染料で染色したセ

ロハンの退色についても検討した。

＜方法＞過酸化系漂白剤には過炭酸ナトリウムおよび過酸化水素を、界面活性剤にlまDBS.

HTAB,Tritoii-X･な種を用いた。被漂白物質にはマラカイトグリーンを､セロハンの染色には

CよReactive Red 108を用いた。退色速度は分光光度計を用いて、恒温セルホルダー中で

25℃に調整しながら、1{}分間の吸光度変化をマラカイトグリーンの最大吸収波長で追跡し

て決定した。測定値より擬ぺ欠速度定数(A。l,。)を算出した。セロハンはpHlO.6､40℃で^

分間､過炭酸ナトリウムで漂白した。分光光度計で透過率を測定し､退色率を求めた。

＜結果＞界面活性鰐共ぎ^でのオレンジDの退色速度はc・付近で大きな変化が見られた

がI)、マラカイトグリーンの退色速度ではc・付近で特別な変化はなかった。マラカイト

グリーンの退色速度に対してDBSは抑制麹果を示し、TritonXはマラカイトグリーンの退

色速度にほとんど影響をおよぼさなかった。 HTABの場合は添加濃度が増すにつれて退色速

度が上昇することがわかった。また、セロハンの退色率はHTABを添加することによって増

加した。
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